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FIELD TEST ON IMPROVEMENT OF SEDIMENTARY SOIL USING DIATOMACEOUS-BASED 
MATERIAL AND CONSTRUSTION OF EMBANKMENT USING THE TREATED SOIL 

 
 1  1  2  2  1 

Yasuhiro HAYASHI, Kyohei INUMARU, Ryuich TOU, Toyohiro KASABA, Yuji MATUO 
 

The authors have been studying on a diatomaceous earth-based improving material. The material immediately improves soft 
soil to good quality soil which can be transported. The improving material is a material with a low environmental impact because 
it improves the strength without significantly changing the physical and chemical characteristics of the soil. Field test was 
conducted on sedimental ground with cohesive soil. The ground was improved by a shallow soil stabilization using the improving 
material. The embankment was constructed by the improved soil. The degrees of compaction and the cone index of the 
embankment were satisfied the target values. 
 

Keywords :  Diatomaceous earth-based improving material ,Soil stabilization, Embankment, Field test 
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「建築都市工学部研究報告」編集方針 

1． 本誌は、建築都市工学部内における研究活動の紹介を主な目的とし、下記の事項を記載す

る。 

(１) 研究報告：論文、調査報告書 

(2) 国外研修報告 

(3) 博士論文審査報告 

(4) 修士論文要旨 

2． 投稿原稿には、報告の種類（【論文】、【調査報告書】、【国外研修報告】等)を明記する。 

3． 著者のうち少なくとも 1 名は本学建築都市工学部教職員でなければならない。ただし、編集

委員会が認めた場合はこの限りではない。 

4． 研究報告や国外研修報告等の投稿原稿は日本語又は英語で書き、カメラレディー原稿に整

えて 1 部を提出し、その形式は｢投稿の手引き｣に従うものとする。 

5． 博士論文審査報告や修士論文要旨は既出の本書を本誌に転載するものとする。 

6． 投稿者は、編集委員を通じて原稿を提出しなければならない。 

7． 原稿の修正などのために返却された場合は、修正の上、指定された日までに返送すること。 

8． 本誌は年 1 回発行する。 

 
 
令和 2 年度建築都市工学部機関誌編集委員会 

 

委員  冨田 英夫（建築学科） 

委員  松野尾 仁美（住居・インテリア学科） 

委員  内田 泰三 （都市デザイン工学科） 

 

ワーキングメンバー 

大庭 知子（建築学科） 

嘉野 広美（住居・インテリア学科） 

 
 
 

令和 ３ 年 3 ⽉ 20 ⽇ 印刷 
令和 ３ 年 3 ⽉ 31 ⽇ 発⾏ 

発⾏者  九州産業⼤学建築都市⼯学部 
福岡市東区松⾹台 2−3−1 

印刷所  ヨシミ⼯産株式会社 
北九州市⼾畑区天神 1-13-5 


	表紙
	目次
	Contents
	日髙
	林・犬丸・藤・笠羽・松尾
	学位論文（博士前期課程）要旨
	編集方針・奥付



